










6．新技術等の活用について

1）新技術等の活用方針について

2）新技術等の活用に関する数値目標について

７．集約化・撤去の検討について
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橋　梁　長　寿　命　化　修　繕　計　画

　従来技術である橋梁点検車を用いた点検に新技術であるドローンを活用することで、橋梁定期
点検の効率化を図ります。また、現地点検時にタブレット端末から橋梁点検システムへ直接入力
し、点検調書入力等の内業の効率化・簡便化を図ります。これらによりコスト縮減を目指します。

　宮城県大河原町

　令和5年度～令和9年度の橋梁定期点検(N=105橋)のうち、橋梁点検車(BT-400)を使用する2橋
に新技術であるドローンを活用し、約10万円のコスト縮減を目指します。また、全橋梁において、
現地点検時にタブレット端末を活用して橋梁点検システムへ直接入力することで、約600万円のコ
スト縮減を目指します。

1）集約化・撤去の検討について

　今後5年程度で迂回路が存在し集約・撤去が可能な3橋について、地元住民と合意形成を図り
ながら集約・撤去を目指し、将来的な維持管理コストを約630万円程度削減することを目指しま
す。














